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1990-91-91-92年の岩内湾における
スケ トウダラTheragrachalcogramma(Pallas)
卵稚仔の分布動向と最近の特徴

八 木 宏 樹J■1,武 藤 卓 志暮2

Recentaspectofthedistributionofeggs,larvaeandpostlarvae

ofthewalleyepollockThe7･agraChalcogramT7W (Pallas)
fortheseasonof1990-91も091-92inlwanai

Bay(JapanSea),Hokkaido

HirokiYAGI'landTakashiMUTOH'2

Thedistributionpatternsofeggs,larvaeandpostlarvaeofthewalleyepollock

Theragrachalcogramma(Pallas)observedintheseasonsof1990-91to91-92inthe

IwanaiBay(JapanSea)Wereanalysedandcomparedwiththatof1986-1987to89-

90.

Themaximumleveloftheeggs,larvaeandpostlarvaeoccurredin1989-90for

recentyears,whereasthelowestlevelswereshownin199ト92followedby1987-88.

Sincetheseason1991-92correspondstotherecruitmentseasonofthe1987-88

spawningpopulation.Wesuggestthatthereissomerelationbetweentheparent

anditsprogenystocksinspiteofthehypothesisthatthereisrarenumericalrelation

betweenthemforthisspecies.

Wealsodiscussedtheadvancedspawningseasonin91-92incomparisonwith

thepreviousseasonsandrelationtothelowlevelabundanceofeggsduetoover

harvesting.

は じ め に

岩内湾は北海道の積丹半島の先端から岩内町雷電岬を結んだ半閉鎖的な湾であり,スケト

ウダラの良い漁場として知られている｡同湾にはスケトウダラの産卵場が形成されl),産卵

期の12月から3月にかけて総数で数十兆個の産卵が行われる2)｡経験的には同湾内の水深200
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mラインを中心に産卵場が形成されるといわれているが,実際の同魚卵稚仔の分布と動向は,

魚群探知機や漁獲資料から得られた親魚の位置より間接的に推定されるほかはなかった｡し

かし,1986年からは岩内湾奥に位置する北海道電力株式会社泊発電所周辺および岩内湾の320

kdの範囲でスケトウダラ卵椎仔のモニタリングが継続して行われるようになり,直接的に卵

椎仔の動向を明らかにできるようになった｡1990年には産卵位置および深度を探るために19

86-87-1989-90年の4シーズンにわたる卵稚仔の分散についての解析が行われ,産卵場所,

深度,その後の卵稚仔の分散など時空的な広がりが確認された3).

本報告では1990-91-91-92年の2シーズンの同湾におけるスケトウダラ卵稚仔の分布と,

量的変化,位置的変化などの動向を新たに解析し,過去の結果と比較することにより,最近

のスケトウダラ資源の推移を検討した｡

なお,本論文に用いた最近の卵稚仔の数量データは主として ｢泊発電所周辺温排水影響調

査結果報告書｣卜 5)のスケトウダラ卵稚仔分布調査結果に基づいたものである.

材料と方法

0 5 IOkm

Fig.1.LocationofShakotanPeninsulaandlwa-
naiBay;Monitoringforwalleyepollock
arecontinuedat12pointsintheBaysince
December1986.

今回の報告に用いた卵稚仔数

に関するデータは,過去 4年分

については主として ｢泊発電所

周辺温排水影響調査結果報告書

(事前報告書も含む)｣昭和61年

度～平成元年度の各第4四半期

報告書= )により,最近 2年分

については主として ｢泊発電所

周辺温排水影響調査結果報告書｣
平成2-3年度各第4四半期報

告書卜 5)に基づいたものである

が,気象および海象など必要な

補足調査結果は報告書とは別に

とりまとめたものである｡

調査はMTDネット (GG54:

冒合o.33皿皿,口径0.56m)では

表層,海面下3m,10m,20m

および40mの5層を約 1ノット

で5分間水平曳きして卵椎仔を

採集し,NORPACネット (GG

54:冒合o.33mm,口径0.45m)

では原則として海面下150mか

ら海面までの鉛直曳きにより卵

稚仔を採集している｡採集地点

はFig.1に示すとおり,後志管
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内岩内町雷電岬,泊村堀株川河口,神恵内村赤石地先および同沖合16kmを結んだ範囲の中の

12点である｡

解析には,卵の浮上速度から発生段階の若い卵が産卵場直上で採集されると仮定 し,発生

段階が受精から桑実旺期 (StageA)の卵10)に着臥 各年度における卵稚仔の分布と,量的

変化,位置的変化などの動向を探る目的で単年度ごとのデータを用いた｡

また,卵稚仔の分散と気象および海象との関連を求めるため,同海域の風向風速データお

よび流向流速データを用いて検討した.風向風速データは北海道原子力環境センタ-所属の

神恵内,-ロカルウス (泊村),岩内のモニタリングステーション各局の気象データ (10分

値)から,12月から翌年3月までの各月ごとの3年間の平均値を求めた｡海象チ-タは同様

に岩内湾奥部6点でベルゲン式流向流速計により連続15日間測定した各年 2月のデータ (10

分値)の平均値を用いた｡

結 果

岩内湾で採集されたスケトウダラの平均卵数をTable lに示す｡90-91,91-92シーズ

ンとも12月から翌年3月まで卵の分布がみられたが,出現の時系列パターンは若干異なった｡

90-91シ-ズンは1月期よりも2月期に多く,MTDネットによる調査では1月期が3,930個

体/100mSであるのに対し, 2月期は4,017個体/100m'であった｡NORPACネットによる調

査では1月期が2,853個体/100m3であるのに対し, 2月期は2,902個体/100msであった.こ

れとは逆に91-92シーズンは1月期にもっとも多くの卵が出現し,MTDネットでは3,606個

体/looms,NORPACネットでは2,803/100m3に達したが,12月期にも2,056個体/100mgの

卵がみられるなど,12月期に1月期と同レベルの産卵が行われていた｡

主たる産卵場所は,MTDネットによる1月期表面の卵の分布から90-91シーズンは神恵

内村の赤石沖から水深200mラインが湾曲した一般に主産卵場といわれる位置に至る範舘,

91-92シーズンは神恵内村の赤石沖を中心とする範餌であることがうかがわれた｡いずれに

Table1.Thenumbersofeggs,larvaeandpostlarvaeoftheValleypollockcollectedwith3
differentnetsfortheseasonof1990-91inIwanaiBay(JapanSea),Hokkaido,and
comparisonwiththoseof1986-87to89-90.

Samplingmethod Unit AVerageNos.ofind.
December January February March
86-9090-9191-9286-9090-919ト9286-9090_919ト9286-9090-9191-92

EggsT.TRDpAgetnet ind./100d 47 10 2056 7115 3930 3606 538 4017 8 233 24 1934 41 234 54392853 2803 670 2902 39 197 49 35

Larvae:.TRDpABetnet ind./looms 0 0◆+ 69 43 16 21 24 + 9 5 10 0 044 23 16 10 31 1 5 7 1

86-90:Meansfor1986-87to89-90
十:<0.lin°./100zd
+十 :<0.lin°./500zd
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しても両年の岩内湾湾奥部の沿岸域では出現頻度は極めて低かった｡同様なことはNORPAC

ネットによる調査からもうかがわれる｡Fig.2-AはNORPACネットによる90-91シーズ

ンの1月期の卵の分布,Fig.2-Bは91-92シーズンの1月期の卵の分布を示すが,いずれ

もMTDネットによる調査結果を裏付けている｡1991年12月に採集した卵数は前述のとおり

1月期と同じレベルであったが,この時期の産卵位置は雷電岬1海里沖であった｡

仔魚は,MTDネットによる調査では調査海域のいずれの地点,深度においても12月期に

はほとんど採集されず,1月期にもっとも多くの仔魚が採集された｡とくに90-91シーズン

は卵の出現と連動し,1月期に43個体/looms,2月期には24個体/100m3とはぼ同レベルで

あったのに対し,91-92シーズンは1月期に16個体/looms,2月期は0.1個体/100Ⅱf未満

であった｡NORPACネットによる調査でもこの結果は反映されているが,90-91シーズン

には2月期にもっとも多くの仔魚の出現が観察されており,この年の仔魚の出現が1月期,

2月期ともに同レベルであったことが裏付けられている｡Fig.3-AはNORPACネットに

よる90-91シーズンを通した仔魚の分布,Fig.3-Bは91-92シーズンの仔魚の分布を示す｡

90-91シーズンには岩内湾湾奥郡の堀株河口域で比較的多くの仔魚が観察されたが,91-92

シーズンには湾全体で仔魚の出現が一様に少ないことが観察された｡

稚魚は12月期には出現しなかった｡90-91シーズンには1月期に3個体/500m3でもっと

も多くの出現が観察され,2月期,3月知はともに1個体/500m3であった｡これに反して

91-92シーズンはピークがなく,1-3月期ともに0.1個体/500m3未満の出現であった｡

Fig.4-Aはまるちネットによる90-91シーズンを通した稚魚の分布,Fig.4-Bは91-92

シーズンの稚魚の分布を示す｡90-91シーズンの稚魚は湾中部および水深200mラインの内

側を中心として-様な分布がみられるのに対し,91-92シーズンは岩内湾全体において稚魚

の出現が観察されなかった｡

考 察

Yagi3)は1986年12月～1990年3月の岩内湾におけるスケトウダラ卵椎仔の分布と,量的

変化,位置的変化などの動向を推定した｡この時の解析も今回と同様に ｢泊発電所周辺温排

水影響調査結果報告書｣6~9)に報告されているスケトウダラ卵稚仔分布数の結果を用いたが,

年ごとの変動を避けるため解析は4年間の平均値を用いて行われた｡平均値を用いた解析か

らは岩内湾におけるスケトウダラ卵稚仔の平均的な分布動向をみることができるので,1990-

91シーズンの結果および91-92シーズンの結果をこれと比較することにより,スケトウダラ

卵稚仔の最近の分布動向を知ることができる｡

1986-90年の岩内湾におけるスケトウダラの産卵は12月に開始され,最盛期は1月でとく

に深度3mでは調査した全ポイントでシ-ズン中に採集された卵数の80%以上がみられた｡

発生段階の若い桑実肱期 (StageA)までの卵は湾中心部の水深200mラインが湾曲してい

る付近に卓越し(Fig.2-C),この位置が主産卵場であると推定した｡また,卵の浮上速

皮 (8.6m/h)ll)から計算して産卵深度は130-205mと推定した｡2月期には卵数はいった

ん減少するが,3月期には主産卵場の北西側から主産卵場にかけてStageAの卵が再び増加

することから,産卵群が継続して来遊していることがうかがわれた｡これに対し,90-91シー

ズンは1月期と2月期がほぼ同レベルで推移したことが特徴的であり,91-92シーズンは逆



98 八木宏樹,武藤卓志

(t)
22.000

20,000

18,080

16,808

1LL000

12.000

10.GOO

8,008
6.000
4.000

乙000

0

Kamoenai一〇一
Tomar仁一ロー一一
Iwana暮1---△----
Suttsu-◇-
TotaJ+

'77 '80 '83 '86 '89 '91
Year

Fig.5.RecentcatchquantityofwalleyepollockinIwanaiBayfor'77to'91.

に12月期にすでに1月期とはぼ同レベルでの産卵が行われていたのが特徴的であった｡また,

調査期間中に採集された卵数は最近2年間は過去と比較して減少している｡

1986-90年の岩内湾における仔魚は12月期にはほとんど出現せず,1月期に主産卵場付近

の深度3-40mを中心に分布した (Fig:3C).主産卵場から神恵内にかけての仔魚の出

現のピークは2-3月であった｡これに対し,90-91シーズンは卵の出現とほぼ連動して1

月期と2月期がほぼ同レベルで推移したことが特徴的であった｡91-92シーズンになると出

現は1月期がピークとなり,過去と同様な傾向を示したが,出現数は低レベルで推移した0

1986-90年の岩内湾における稚魚の出現のピークはいずれの調査点でも3月で,主として

沿岸域に分布し(Fig.4-C),5-30mに多く表層に少なかった｡卵や酵化した仔魚,稚
魚は沿岸寄りに移送される傾向にあったが,これは積丹半島西側の冬季に特有の西～北西風

およびこれに伴う南向きの沿岸流により運ばれるものと推定されたOこれに対し90-91シー

ズンは稚魚の出現が1月にも,つとも多い結果となっているはかはほぼ過去と同様な結果を示

したが,91192シーズンは1月期から3月期まで連続して0.1個体/500m3未満の出現という

低レベルであることが特徴的であった｡

最近の岩内湾のスケトウダラ卵椎仔の出現量は1989-90シーズンをピークに減少傾向にあ

るO とくに1991-92シーズンは87-88シーズンに次ぐ低い出現数を示しているo Fig.5は

1977年以降の岩内湾におけるスケトウダラ漁獲量の経年変化である｡漁獲量と資源量は単純

に連動しないといわれるが,漁獲量がしだいに減少していくこと,1987年以降は89年に一度

持ち直していることなど,同湾における最近のスケトウダラ卵稚仔の動向は漁獲量の動向に

同調しているともいえる｡ただし,1991-92シーズンは12月期相当数の卵 (Tablel)がみ
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られることから,産卵が12月以前に開始されている可能性も否定できない｡

ところで,通常スケトウダラ資源の再生産関係については産卵魚量とそれからの子孫量と

の問には数的な関係は薄い12)といわれているが,これは資源量が豊富に存在するときに成り

立つものであって,岩内湾のスケトウダラのように母集団が激減している状態では数的な関

係が成り立っ場合も有り得ることが示唆されるOとくに1991-92シーズンは1987-88シーズ

ン生まれ群の加入年にあたっており,ここに何らかの関係がある可能性は十分に考えられる｡

このことから,91-92シーズンに稚魚の出現が極めて低かったことは,この年生まれの群が

新たに加入する年,つまり1995-96シーズンは,岩内湾スケトウダラ資源量がさらに激減す

る可能性も考えられる091-92シーズンの産卵期が早まったことにも着冒して,出現数の低

さと産卵期が早まったことの関連など,岩内湾におけるスケトウダラ資源の動向には今後も

十分な観察が望まれるところである｡

要 約

1991-1992年の岩内湾におけるスケトウダラ卵椎仔の分布と動向について解析を行い,19

86年12月～1990年3月の結果と比較した占

(1)1990年12月～翌1991年 1月までの卵の出現は過去と同様な結果を示したが卵の出現のピー

クは2月であった｡とくに2月期はMTDネット調査でもNORPACネット調査でも過去最高

の値を示した｡

(2)1991年12月は通常の年とは異なりすでに1月期のレベルで産卵が行われた｡この時期の

産卵位置は例年の主産卵場付近ではなく雷電岬 1海里沖であった｡

(3)仔魚の出現もこれに連動し,1990-91シーズンは1月期と2月期がほぼ同レベルの出現

をみたのに対し,1991-92シーズンは1月期が出現のピークであった｡また,1991-92シー

ズンは出現数も低レベルであった｡

(4)稚魚の出現のピ-クは1990-91シーズンは1月で3月までほぼ同様な億で推移したが,

1991-92シーズンはピークがなくいずれの月も低レベルであった.

(5)1990-91-1991-92シーズンの産卵場は1991年12月の雷電沖を除くと主産卵場付近と推

定され,産卵深度とともに例年とはぼ同様な傾向を示していた｡

(6)最近の岩内湾のスケトウダラ卵稚仔の出現は1989-90シーズンをピ-クに減少傾向にあ

る｡とくに1991-92シ-ズンは1987-88シ-ズンに次ぐ低い出現数を示した.通常スケトウ

ダラ資源の再生産関係については ｢産卵親魚量とそれからの子孫童との問には数的な関係は

薄い｣といわれているが,1991-92シーズンは1987-88シーズン生まれ群の加入年にあたっ

ていることからここに何らかの関係がある可能性も示唆される｡また,出現数の低さと産卵

期が早まったことと関連があるかも興味のあるところである｡
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